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特記事項 

■本機は、日本国内専用品です。 

・ 日本国外の電源には対応しておらず、日本国外での使用は故障、火災の原因となることがあります。 

また、日本国外の法規制には対応しておりません。 

・ 日本国外への輸出および日本国外での使用は、お客様の判断と責任の下で行われるものとし、弊 

社は一切の責任を負いません。 

・ お客様の判断により本製品を輸出（個人による携行を含む）される場合は、外国為替及び外国貿易 

法に基づいて経済産業省の許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると 

同法により罰せられます。 

■本仕様書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

無償保証期間  

購入日より起算して 3 年間とします。 

規定の詳細は、後述する「保証契約約款」を参照してください。 

 

仕様書の有効期間 

本仕様書は発行より１年を経過して受領またはご発注のない場合は無効とさせていただきます｡ 

仕様書変更経歴 

仕様書の記載内容が変更された場合には、改正符号（アルファベット）を記入し、仕様書番号の末尾に 

改正符号と同じ符号をつけて処理しております。なお本仕様書の記載内容に影響を与えない範囲での変更 

を行うことがありますので、予めご了承下さい。 

符 号 年  月  日 改  正  内  容 

A 2020/01/20 新規作成 

B 2020/3/10 5.2 項の起動電圧範囲、入力電圧範囲変更、＊1～5 追記 

5.10 項へ*6 追記 

C 2020/07/07 プラグ入力時の最大出力容量に関する注記を追加し、項番を修正。(P10、

P13) 

D 2020/10/23 
5.3 項、注記*6 の記載内容変更（P10）バックアップ時間表の注 

記訂正（P42） 

E 2021/01/27 絶縁抵抗測定条件を追記(P12) 
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1 製品の用途 
 

● 本機はコンピュータなどの FA、OA 機器に使用することを目的に設計・製造されています。 

以下のような、極めて高い信頼性や安全性が要求される用途には使用しないでください。 

・人命に直接関わる医療用機器 

・人身の損傷に至る可能性のある用途。（航空機、船舶、鉄道などの運行、運転、制御などに直接関連 

する用途） 

・車載、船舶など常に振動が加わる可能性がある用途。 

・故障すると社会的、公共的に重大な損害や影響を与える可能性のある用途。 

（主要な電子計算機システム、幹線通信機器、公共の交通システムなど） 

・これらに準ずる機器 

● 人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについては、システムの多重化、 

非常用発電設備など、運用維持、管理について特別な配慮が必要となります。 

● 本仕様書記載の使用条件・環境などを遵守してください。 

● 特に信頼性の要求される重要なシステムなどへの使用に際しては、オムロン電子機器カスタマサポート 

トセンタへご相談ください。 

● 装置の改造・加工は行わないでください。 

● 本機は、日本国内専用品です。 

・日本国外の電源には対応しておらず、日本国外での使用は故障、火災の原因となることがあります。 

また、日本国外の法規制には対応しておりません。 

・日本国外への輸出および日本国外での使用は、お客様の判断と責任の下で行われるものとし、弊社 

は一切の責任を負いません。 

・お客様の判断により本製品を輸出（個人による携行を含む）される場合は、外国為替及び外国貿易法 

に基づいて経済産業省の許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると同 

法により罰せられます。 

● 電子計算機/データ処理装置の保護のための規格 ANSI/NFPA75 を基準としたコンピュータ室での 

使用はできません。  
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2 使用制限 
 

1) 高精度の入力周波数が要求される機器等では使用できません。 

2) 本製品のバックアップ時の出力波形は正弦波です。 

3) コイル（トランス、電磁石）、モーターなどの誘導性の機器を単体で接続しないこと。 

4) 本仕様書に記載の使用条件・環境などを遵守してください。 

5) 装置の改造・加工はおこなわないでください。 

6) 本機をＵＬ規格適合品としてご使用される場合は、運転（電源出力中）状態でのバッテリ交換は行わないでくださ

い。運転状態でのバッテリ交換はＵＬ規格に適合していません。必ず本機の運転を停止してバッテリ交換を行っ

てください。 
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3 機器の概要 
 

 本製品は、FA、OA 機器用として電源異常から機器を保護するための 200V 交流無停電電源装置で、インバータ

回路、DC-DC コンバータ、バッテリ、および充電回路より構成されています。 

 本製品は常時インバータ給電方式の無停電電源装置です。 

 停電時、および入力電圧変動が大きいときなど商用電源の異常を検出したときはバッテリからの給電に切り替えて、

インバータ出力により正弦波で出力を継続します。 

 定格入力電圧は AC200V/208V/220V/230V/240V、定格入力周波数は 50/60Hz です。  

 定格出力電圧は AC100V/200V/208V/220V/230V/240Ｖです。周波数は 50/60Hz で、起動時に入力と同一周波

数が自動選択されます。 UL 規格適合品として使用する場合は、AC100V 出力は使えません。 

 

 最大出力容量は下記の通りです。（100V 出力モード時は、異なります。「5 仕様」をご確認下さい） 

BU5002R     5000VA/4500W 

BU3002R     3000VA/2700W 

BU3002RH     3000VA/2700W 

 

 バックアップ時間（周囲温度 25℃、バッテリ初期値）は以下の通りです 

BU5002R のバックアップ時間は 5 分(4500W 負荷時)。 

BU3002R、BU3002RH のバックアップ時間は 4.5 分(2700W 負荷時)。 

 

 本機は増設バッテリユニット（別売：BUM5002R 、BUM3002R）を接続することによりバックアップ時間を延長可能で

あり、最大 3 台まで接続可能です。バックアップ時間（周囲温度 25℃、バッテリ初期値）は以下の通りです。 

 

BU5002R                                               

増設用バッテリユニットを 1 台接続すると、24 分（4500W 時）     

増設用バッテリユニットを 2 台接続すると、43 分（4500W 時）  

増設用バッテリユニットを 3 台接続すると、66 分（4500W 時）  

 

BU3002R、BU3002RH                                                

増設用バッテリユニットを 1 台接続すると、19 分（2700W 時）     

増設用バッテリユニットを 2 台接続すると、34 分（2700W 時）    

増設用バッテリユニットを 3 台接続すると、53 分（2700W 時）  

 

 バッテリは、長寿命タイプのシール鉛バッテリを採用しています。 

周囲温度 25℃における期待寿命は 5 年です。 

 通信インタフェースは、シリアル通信（RS-232C）／接点信号入出力を標準装備しています。シリアル通信と接点信

号は同時使用可能です。 

 本機は、横置き・縦置きの 2 通りで使用可能です。縦置きで使用する際は、製品付属の縦置きスタンドをご使用くだ

さい。 

 前面パネル側から、ユーザでのバッテリ交換が可能です。 

 製品に付属している接続ケーブル（RS-232C）を用いて本機とコンピュータを接続し、自動シャットダウンソフト 

「Power Attendant Lite」、「PowerActPro」と組み合わせてご使用いただくと、自動待避処理に加え、次の動作が実

現できます。 

(1) UPS 本体の機能設定 

(2) スケジュール運転（自動起動・自動停止） 

(3) WWW ブラウザソフトを使用してのローカル管理／リモート管理 

(4) 本機の動作状態を監視・表示・記録 

(5) 複数台のパソコンのシャットダウン 

(6) 複数台の本機の管理 
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 関連商品（別売品） 

・交換用バッテリパック  型式名：BUB5002R  (UPS 本体（BU5002R）には 1 個、 

増設バッテリユニット(BUM5002R)には 2 個必要)  

型式名：BUB3002R  (UPS 本体（BU3002R、BU3002RH）には 1 個、 

増設バッテリユニット(BUM3002R)には 2 個必要) 

  

・増設用バッテリユニット  型式名：BUM5002R (BU5002R 専用、最大 3 台まで増設可能) 

型式名：BUM3002R (BU3002R、BU3002RH 専用、最大 3 台まで増設可能) 

 

 

・ ネットワークカード  型式名：SC21 

 

・ SNMP/Web カード  型式名：SC20G2 

 

・ 接点信号入出力カード  型式名：SC08 

 

・ 交換用ファン   型式名：BUF5002R (BU5002R 専用) 

型式名：BUF3002R (BU3002R、BU3002RH 専用) 

 

・ ケーブルクランプ       型式名：BUX5002RH (BU5002R 専用) 

                              型式名：BUX3002RH (BU3002RH 専用) 

 

・ 抜け防止ケーブルロック        型式名：BUX3002RP (BU3002R 専用) 
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4 動作の概要 
 

 商用交流電源を一度直流に変換し、その直流電源でインバータ回路を運転し、交流出力（正弦波）を供給します。 

 バッテリは充電回路により、電源スイッチの ON/OFF にかかわらず常時充電されます。 

 電源スイッチ ON により電源出力を開始し、電源スイッチ OFF により出力を停止します。 

 停電あるいは入力電源異常時はバッテリからの給電によるインバータ運転に切り替えて正弦波交流出力を供給しま

す。 

 停電や入力電源異常によるバックアップ運転で放電し電圧の低下したバッテリは、商用電源回復後に自動的に再

充電され、次回の停電に備えます。 

 バッテリの完全放電あるいは自動シャットダウンで運転を停止した場合、商用電源回復後に本製品は自動的に再

起動し電源出力を供給します。(自動再起動の禁止設定も可能です) 

 オーバーロード時は自動的にバイパス回路へ切り替わり、商用電源を接続機器に供給します。出力中にオーバー

ロードが解除されるとインバータ運転に自動復帰します。 

 内部回路が故障時には、LCD 表示及び LED、ブザーにて警報します。さらに、電源出力が自動的にバイパス回路

側へ切り替わり、商用電源を接続機器に供給します。 

 定期的に実行される自己診断テスト機能、もしくはバッテリ寿命カウンタ機能によりバッテリの劣化を判定し、バッテリ

の交換を LCD 表示及び LED とブザーにて警報します。（自己診断テスト機能は、操作パネルを用いて、実施しな

いように設定することも可能です。） 
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5 仕様 
 

 方式 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

運転方式 常時インバータ給電方式 
 

冷却方式 強制空冷 

 

 交流入力 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

定格入力電圧 AC200V／208V／220V／230V／240V  

起動電圧範囲*1 AC166V±3V～288V±3V（定格負荷時)*2  

入力電圧範囲*3 AC176V±3V～278V±3V（定格負荷時)*4  

最大電流 

 

 

BU5002R：   25A／30A 

BU3002R：   15A／18A 

BU3002RH：  15A／18A 

（定格入力電圧時／ 

最小入力電圧時）*5 

相数 単相 2 線(アース付)  

入力過電流保護 

BU5002R：  45A 

BU3002R：  25A 

BU3002RH： 25A 

リセットタイプ過電流保護器 

AC 入力接続 

BU5002R：  AC プラグ付きコードが本体

に直接接続(工場出荷時)/AC

入力コードを外して端子台接

続可能 

BU3002R：  AC プラグ付きコードが本体

に直接接続 

BU3002RH： 端子台接続 

・本体付属コード長約 3m 

・BU3002RH のコードはお

客様の御用意になります。 

AC 入力プラグ形状 

BU5002R:    NEMA L6-30P／端子台 

BU3002R:    NEMA L6-20P 

BU3002RH:   端子台 

 

*1 電源スイッチをオンにして本機を起動できる入力電圧範囲です。 

*2 接続負荷率によって、以下のとおり変動します。 

     100V+1.0857×(接続負荷率%-40%)～288V±3V (40%以上の接続負荷時) 

     100V～288V±3V            (40%未満の接続負荷時) 

*3 商用運転が可能な入力電圧範囲です。 

*4 起動電圧範囲によって、以下のとおり変動します。 

     起動電圧下限値+10V～278V±3V 

*5 定格負荷接続時。 
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 交流出力 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

容 

量 

出力定格容量（VA/W） 

BU5002R：4660VA/4200W(工場出荷時) 

5000VA/4500W(端子台入力時) 

(100V モード時は 2500VA/2250W)*6 

BU3002R：3000VA／2700W 

(100V モード時 1500VA／1350W） 

BU3002RH：3000VA／2700W 

(100V モード時 1500VA／1350W） 

VA/W ともに左記上限値を

超えないこと。 

電
圧 

出力電圧（商用運転時） 

200V モード： AC200V±2%    

208V モード： AC208V±2%    

220V モード： AC220V±2% 

230V モード： AC230V±2%    

240V モード： AC240V±2%    

100V モード： AC100V±4% 

 

出力電圧 

（バックアップ運転時） 

200V モード： AC200V±2%    

208V モード： AC208V±2%    

220V モード： AC220V±2% 

230V モード： AC230V±2%    

240V モード： AC240V±2%    

100V モード： AC100V±4% 

 

周

波

数 

商用運転時 入力周波数に同期 
起動時に自動設定 

バックアップ運転時 50/60Hz±0.5% 

出力波形  

(商用運転、バックアップ運転) 
正弦波  

切替時間 無瞬断  

波形歪率 

200V モード／208V モード／220V モード／

230V モード／240V モード： 

6%以下（整流負荷、定格出力時）、 

3%以下（抵抗負荷、定格出力時）    

100V モード： 

7%以下（整流負荷、定格入出力時） 

5%以下（抵抗負荷、定格入出力時） 

 

相数 単相 2 線（アース付）  

直 

送 

切 

替 

接続容量 

オーバー検出 

商用運転時 
定格容量 110%以上： 5 分で瞬時直送切替 

定格容量 125%以上： 瞬時出力停止 
オートリトランスファ方式 

バックアップ 

運転時 

定格容量 115%以上： 30 秒で出力停止 

定格容量 135%以上： 瞬時出力停止 
 

切替え時間 無瞬断 オーバーロード時 

オートリトランスファ機能 
オーバーロード状態から定格容量 105%以下

に低減するとバイパスからインバータへ復帰 
 

短絡保護 出力垂下、入力過電流保護器  

過負荷保護 

定格容量 110%超で警報 

5 分以上継続で直送切替/バックアップ運転

時は 30 秒以上継続で出力停止 

 

出力コンセント形状 

BU5002R: NEMA L6-30R×2 個／端子台 

BU3002R: C19(メス）×2 個/C13(メス)×8 個 

BU3002RH: 端子台 

BU3002R のみグループ出

力制御あり 

*６ 出荷時に接続されている AC 入力プラグ付きケーブルでご使用される場合は、接続負荷を 4660VA/4200W 以下

でご使用ください。それを超える容量でご使用される場合は、容量に合わせたケーブルを準備し、端子台に接続し

てください。 
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 バッテリ 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

種類 シール鉛バッテリ（長寿命）  

容量／電圧×個数 
8.5Ah/12V×4 個×3 パック(BU5002R) 

8.5Ah/12V×6 個(BU3002R,BU3002RH) 
 

バックアップ時間 
BU5002R:  5 分(定格負荷時) 

BU3002R,BU3002RH:  4.5 分（定格負荷時） 
25℃、新品初期値 

充 

電 

充電時間 
フル充電： 12 時間以下 

90%充電：  8 時間以下 
 

充電器動作 AC 入力給電により充電 
電源スイッチ OFF 状態でも

充電する 

バッテリ交換 
本体正面より交換可能 

※交換用バッテリ別売 
 

 

 増設バッテリユニット 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

種類 
シール鉛バッテリ（長寿命）  

容量／電圧×個数 BUM5002R： 

8.5Ah/12V×4 個×3 パック×2 セット 

BUM3002R： 

8.5Ah/12V×6 個×2 セット 

 

バックアップ時間（定格負荷時） 

 

BUM5002R：  1 台増設時：24 分 

2 台増設時：43 分 

3 台増設時：66 分 

BUM3002R：  1 台増設時：19 分 

2 台増設時：34 分 

3 台増設時：53 分 

25℃、新品初期値 

増設用バッテリユニットは、

最大 3 台まで接続可能 

充電時間（定格負荷時） 

 

フル充電:    1 台増設時：32 時間 

2 台増設時：52 時間 

3 台増設時：72 時間 

90%充電:     1 台増設時：24 時間 

2 台増設時：40 時間 

3 台増設時：56 時間 

25℃、新品初期値 

増設用バッテリユニットは、

最大 3 台まで接続可能 

 

 インタフェース 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

表 

示 

状態表示 128×64dot グラフィック LCD 

詳細は、７項を参照 
電源出力表示 緑 LED： １個 

バッテリ運転表示 橙 LED： １個 

バッテリ交換表示 赤 LED： １個 

ブ
ザ
ー 

1)連続鳴動 

2)連続鳴動 

3)鳴動 １回/4 秒 

4)鳴動 １回/2 秒 

5)鳴動 １回/1 秒 

6)鳴動 １回/0.5 秒 

UPS の状態に関しては、7.2 項 

アイコン・LED・ブザー音の表示を参照してく 

ださい 
詳細は、７項を参照 

シリアル通信（RS-232C） 

 
（インタフェース形状：D-sub 9pin） 

シリアル通信と接点信号は

同時使用可能 接点信号入出力（標準搭載、オプショ

ン） 

（インタフェース形状：D-sub 9pin） （オプション

別売：SC08） 
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 スイッチ 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

電
源
ス
イ
ッ
チ 

位置 前面パネル操作部  

種類 
押しボタン方式（タクトスイッチ） モーメンタリタイプ 

誤操作防止カバー付き 

機能 ・電源出力開始 

・電源出力停止 
 

操
作
ス
イ
ッ
チ 

位置 前面パネル操作部  

種類 
押しボタン方式（タクトスイッチ） 

4 種類(   、ESC、▲、▼) 
モーメンタリタイプ 

機能 

・状態表示 

・設定確認/変更 

・ブザー停止 （ESC） 

 

 

 環境 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

動作周囲温度 0℃～40℃  

動作周囲湿度 25%～85%RH （無結露） 

保管周囲温度 -15℃～50℃  

保管周囲湿度 10%～90%RH （無結露） 

保管可能期間 6 ヶ月 
周囲温度 25℃ 

バッテリ満充電 

耐電圧   一次回路～アース間  

        一次回路～二次回路 

DC 2828V/1 分間  MAX 5mA 

DC 4242V/1 分間  MAX 5mA 
 

絶縁抵抗  一次回路～アース間  

        一次回路～二次回路 
20MΩ以上 

DC250V レンジ、バリスタを 

外した状態で測定 

漏れ電流 3.5mA 以下  

雷サージ耐量 対地間 4kV / 線間 2kV  

 

 規格 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

安全規格 UL1778 取得  

雑音端子電圧・放射妨害電界強度 VCCI クラス A 適合  
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 その他 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

内部消費電力 *７ 

 

BU5002R 

無負荷時  通常時/最大時 :55W／225W 

定格負荷時 通常時/最大時:345W／520W 

BU3002R 

無負荷時  通常時/最大時 :35W／120W 

定格負荷時 通常時/最大時:225W／310W 

BU3002RH 

無負荷時  通常時/最大時 :35W／120W 

定格負荷時 通常時/最大時:225W／310W 

バッテリ増設時も最大値は

同じ。 

騒音 
50dB 以下（商用運転時） 

55dB 以下（バックアップ運転時） 
 

外形寸法  [mm] 

BU5002R:      430×700×130.5 

BU3002R:      430×660×86 

BU3002RH:     430×660×86 

BUM5002R（増設用バッテリユニット）: 

430×700×130.5 

BUM3002R（増設用バッテリユニット）: 

430×660×86 

± 2mm  

 

質量 

BU5002R:      約 57kg 

BU3002R:      約 31kg 

BU3002RH:     約 30kg 

BUM5002R（増設用バッテリユニット）: 約 84kg 

BUM3002R（増設用バッテリユニット）: 約 45kg 

バッテリ込みの質量です。 

バッテリ寿命 
期待寿命 5 年 周囲温度 25℃ 

期待寿命 1.7 年 周囲温度 40℃ 

*７  定格入力電圧時。発熱量（kJ/h)に換算する場合、「内部消費電力(W)×3.6」で計算してください。 

 

 梱包仕様 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

梱包箱外形寸法 [mm] 

BU5002R（本体部）:      550×940×275 

BU5002R（バッテリ部）:  550×940×195 

BU3002R:          550×940×215 

BU3002RH:         550×940×215 

・公差±5mm 

・BU5002R のみ本体部、バ

ッテリ部別梱包になります。 

梱包総質量 

BU5002R（本体部）:      約 30kg  

BU5002R（バッテリ部）:  約 38kg 

BU3002R:           約 38kg 

BU3002RH:          約 37kg 

BU5002R のみ本体部、バッ

テリ部別梱包になります。 

 

 梱包仕様(増設バッテリユニット) 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

梱包箱外形寸法 [mm] 

BUM5002R（本体部）:     550×940×275 

BUM5002R（バッテリ部）: 550×940×195 

×2 箱 

BUM3002R（本体部）:     550×940×215 

BUM3002R（バッテリ部）: 550×940×167 

・公差±5mm 

・BUM5002R のバッテリ部

は本体 1 箱に対して 2 箱

がセットとなります。 

梱包総質量 

BUM5002R（本体部）:     約 23kg  

BUM5002R（バッテリ部）: 約 38kg×2 箱 

BUM3002R（本体部）:     約 18kg  

BUM3002R（バッテリ部）: 約 37kg 

BUM5002R のバッテリ部は

本体 1 箱に対して 2 箱が

セットとなります。 

  



仕様書番号 K1M-Z-19237E（14／71） 

                                

 

6 各部の名称 
 

●前面 

 
 

   １．吸気口 

   ２．操作・表示部 

 

●操作・表示部 

 
 

   

・ BU3002R, BU3002RH

・ BU5002R

1 2

21
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●背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A: オプションスロット J: 端子台カバー 

B: 接点信号入出力用ポート K: AC 入力ケーブル 

C: RS-232C ポート L: AC 出力コンセント A 

D: 冷却ファン M: AC 出力コンセント B 

E: GND N: AC 出力コンセント C 

F: バッテリ増設コネクタ O: AC 出力コンセント 

G: AC 入力過電流保護スイッチ P: ファン用コネクタカバー 

H: AC 入力端子台 Q: 出力コンセント B過電流保護スイッチ 

I: AC 出力端子台 R: 出力コンセント C過電流保護スイッチ 
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A: ﾊﾞｯﾃﾘ増設コネクタ 

B: 過電流保護スイッチ 

C: ﾊﾞｯﾃﾘ増設ケーブル 
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7 表示／ブザー・運転動作および機能設定 
 操作・表示部の機能 

●各部の名称 

 
A：「電源出力」LED E: 液晶ディスプレイ 

B:「バッテリモード」LED F:「上」スイッチ 

C:「バッテリ交換」LED G:「ESC」スイッチ 

D：「電源スイッチ」カバー／ H:「下」スイッチ 

「電源」スイッチ I:「Enter」スイッチ 

 

 

●各 LED の意味 

図内記号 シンボル 色 名称 
状態 

点灯 消灯 

A 
 

緑 

電源出力 LED 

 

 

電源出力あり 電源出力なし 

B 
 

橙 

バッテリモード LED 

 

 

バッテリによるバックアップ

運転中 

バッテリによるバックアップ

運転中でない 

C 
 

赤 

バッテリ交換 LED バッテリ劣化、バッテリ寿

命または本機寿命による

バッテリ交換要のとき 

バッテリ交換が不要のとき 
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●スイッチの機能 

国内記号 形状 名称 説明 

D 

 

電源スイッチ ON： 3 秒以上押し続けると、数秒後に電源出力を開始し

ます。 

OFF：ON 状態で 3秒以上押し続けると、電源出力を停止

します。 

参考： 

AC 入力プラグを商用電源に接続していれば、電源スイッ

チの ON／OFF にかかわらず、バッテリは充電されます。 

F  上スイッチ 選択カーソルの上移動、値を増加 

H  下スイッチ 選択カーソルの下移動、値を減少 

G  ESC スイッチ ・メニューに戻る 

・キャンセル 

・ブザー音を停止（0.5 秒以上押してください） 

I  Enter スイッチ メニュー選択、値の決定 

 

●ブザー音の種類 

・断続 
 

断続 0.5 秒 

 

断続 2 秒 

 

断続 1 秒 

 

断続 4 秒 

 

 

・連続 
 

 
 

 

●参照  

ブザーが鳴る条件を、バックアップ時 OFF、または常時 OFF にすることができます。 

LCD メニューの［3 ｾｯﾃｲ］―［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］－［ﾌﾞｻﾞｰｾｯﾃｲ］で設定します。 

 

ON

OFF

0 .5秒

ON

OFF

2秒

ON

OFF

1秒

ON

OFF

4秒

ON

OFF
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●LCD ステータス画面 

 

 
 

●本機設定変更のメニュー一覧 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

アイ コ ン

上段のメ ッ セージ

出力電圧

電源出力ステータ ス

下段のメ ッ セージ

負荷レベル

バッ ク アッ プ時間

バッ テリ レベル 増設バッ テリ  

ユニッ ト 数

選択さ れた項目は反転表示さ れます。

追加の情報や確認が必要な場合に表示さ れます。

選択さ れている項目は反転表示

メ ニュ ーリ スト

ポッ プアッ プウィ ンド ウ

メ ニュ ータ イ ト ル

スク ロールバー
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●メニュー画面の基本操作 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●アイコン   

本機の状態に応じたアイコンが表示されます。 

 

●上段／下段メッセージ 

アイコンに連動して、状態を示すメッセージ、またはユーザーアクションを促すメッセージが表示されます。 

 

●負荷レベル 

負荷レベルのメータは、接続されている機器の接続容量をパーセントで表示します。 

最大接続容量を１００％として表示します。 

 

BU5002R 

BU3002R 

BU3002RH 

：5000VA/4500W を 100％として表示 

：3000VA/2700W を 100％として表示 

：3000VA/2700W を 100％として表示 

 

●電源出力ステータス（BU3002R のみ） 

出力コンセント A,B,C が ON のときに、A、B、C が枠で表示されます。 

 
 

●出力電圧 

設定されている出力電圧が表示されます。 

 

●バッテリレベル 

バッテリレベルのメータは、バッテリ残量をパーセントで表示します。 

 
 

●バックアップ時間 

本機バッテリからの電源で出力を継続できる時間を、分単位で表示します。 

 

スイッチ 内容 

[▲] [▼]  選択カーソルの上下移動、値の増減 

[  ] メニュー選択、値の決定 

[ESC] メニューに戻る、キャンセル 



仕様書番号 K1M-Z-19237E（21／71） 

                                

●増設バッテリユニット数 

本機に接続されている増設バッテリユニットの数量を表示します。 

UPS BU5002R BU3002R BU3002RH 

増設バッテリユニット BUM5002R BUM3002R 

増設可能数 3 台まで 

 

 

●ステータス画面例 

 

・本機起動中 
 

 
 

・スタンバイ画面 
 

 
 

 
 

 

・シャットダウン中 
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 アイコン・LED・ブザー音の表示 

●通常運転中 

〇：点灯 ●：消灯 

本機の 

状態 
アイコン 

シンボル 
ブザー 出力 充電 

上段の 

メッセージ 
説明 対処方法  

 

 

 

 

 

スタンバイモ

ード 
 

● ● ● なし OFF ON 
ｽﾀﾝﾊﾞｲ 

ﾓｰﾄﾞ 

「電源」スイッチ OFF 状態です。電源

出力は停止中です。 

 

－ 

商用 

モード 
 

○ ● ● なし ON ON 
ｼｮｳﾖｳ 

ﾓｰﾄﾞ 

「電源」スイッチ ON 状態です。正常

動作中です。 

 

－ 

Eco モード 

 

○ ● ● なし ON ON ｴｺﾓｰﾄﾞ 
Eco モードで正常動作中です。  

－ 

 

●テスト動作中 
〇：点灯 ●：消灯 

本機の 

状態 
アイコン 

シンボル 
ブザー 出力 充電 

上段の 

メッセージ 
説明 対処方法  

 

 

 

 

 

テス ト 

モード 

 
○ ○ ● なし ON 

OFF/ 

放電中 
ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 

自己診断テスト中です。  

－ 

 

●停電発生中 

〇：点灯 ●：消灯 

本機の 

状態 
アイコン 

シンボル 
ブザー 出力 充電 

上段の 

メッセージ 
説明 対処方法  

 

 

 

 

 

バッテリ 

モード 

 

○ ○ ● 
断続 

4 秒 
ON 

OFF/ 

放電中 

ﾊﾞｯﾃﾘ 

ﾓｰﾄﾞ 

 

停電または AC 入力異常のため、バ

ックアップ運転中です。このままバッ

クアップ運転を継続すると、出力が停

止します。 

ご使用の接続機器をシャットダ

ウン（終了処理）して、停止してく

ださい。 

バッテリロー 

 

○ ○ ● 
断続 

1 秒 
ON 

OFF/ 

放電中 
ﾊﾞｯﾃﾘﾛｰ 

バッテリの残量が少ないので、まもな

く出力を停止します。 

ご使用の接続機器をシャットダ

ウン（終了処理）して、停止してく

ださい。 

バッテリ 

エンプティ 

 

● ● ● なし OFF － ｂE 

バッテリの残量がなくなったため、出

力を停止しました（数秒間のみ表示さ

れます）。 

バッテリを充電してください。 

 

●使用中の動作または AC 入力異常 

 ○：点灯 ●：消灯     

本機の 

状態 
アイコン 

シンボル 
ブザー 出力 充電 

上段の 

メッセー

ジ 

説明 対処方法 
 

 

 

 

 

 

 

UPS 

 

イベント 
 

 

● ● ● なし OFF ON 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

ｷﾄﾞｳﾏﾁ 

スケジュール起動待ちの状態です。 － 

BS ｼﾝｺﾞｳ 

ﾃｲｼ 

BS 信号停止し、起動待ち状態です。  

－ 

ﾘﾓｰﾄｼﾝｺﾞｳ 

ﾃｲｼ 

リモート信号停止し、起動待ちの状態

です。 

 

－ 

ｼﾞｭｳﾃﾞﾝﾏﾁ 
充電不足のため起動できない状態で

す。 

 

          － 

AC ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞ

ｮｳ-VH 

AC 入力電圧が高い状態です。 仕様に記載されている AC 入力

電圧・周波数の範囲にて使用し

てください。 

注：入力電圧は、「1.ｿｸﾃｲ」メニ

ュー-「ﾆｭｳｼｭﾂﾘｮｸ」で確認でき

ます。 

AC ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞ

ｮｳ-VL 

AC 入力電圧が低い状態です。 

AC ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞ

ｮｳ-FH 

AC 入力周波数が高い状態です。 

AC ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞ

ｮｳ-FL 

AC 入力周波数が低い状態です。 
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●バッテリの異常 

 ○：点灯 ●：消灯     

本機の 

状態 
アイコン 

シンボル 
ブザー 出力 充電 

上段の 

メッセージ 
説明 対処方法  

 

 

 

 

 
バッテリ 

劣化 

 

○ 

（注１） 
● ○ 

断続 

2 秒 
ON ON 

または 

放電中 

異常-E10 
自己診断テストで、バッテリ劣化と判

定されました。 
バッテリを交換してください。 

バッテリ 

寿命 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
○ 

断続 

2 秒 

ON 

（注１） 
異常-E10 バッテリ寿命が経過しています。 

バッテリ 

温度異常 
 

○ 

（注１） 
● ● 

断続 

4 秒 

ON 

（注１） 

充電 

停止中 
異常-E12 

バッテリの温度が高くなっているため

充電を停止しています。 

本機の周囲温度が 40℃以下か

確認してください。 

バッテリ 

未接続 
 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 

断続 

2 秒 

ON 

（注１） 

充電 

停止中 
異常-E10 バッテリが接続されていません。 

バッテリケーブルの接続を確認

してください。 

注１：動作状況により異なります。 

 

●バッテリ以外の異常 

本機
の状
態 

アイコン 
シンボル     

ブザ

ー 

出力 充電 
上段の 

メッセージ 
    説明 対処方法 

  
 

 
 

 
 

 
      

 

 

 

オーバ

ー 

ロード 

 
 

 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

断続 

0.5 秒 

ON 
または
OFF 

ON 
または 
OFF 

 
異常-E9 

接続機器の負荷が定格容量を超え

ています。継続すると、商用運転

時はバイパス運転に移行しま

す、バックアップ運転中は出力を

停止します。 

本機と接続機器の電源スイッ

チを全て切り、接続機器を

減らした後、本機と接続機

器の「電源」スイッチを入れ

てください。 

注：負荷容量は、LCD メニュ

ー「1．ｿｸﾃｲ」-「ﾌｶﾖｳﾘｮｳ」

で確認できます。 

● ● ● 連続 OFF OFF 異常-EO 
オーバーロードによる異常のため、

出力を停止します。 

 

出力短絡 

 

 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 

連続 
 

OFF 
 

ON 
 

異常-ES 
接続機器側の短絡または大幅な接

続容量オーバーにより、出力を

停止します。 

接続機器の AC 入力が短絡

していないか、接続容量が

定格容量を超えていない

か、確認してください。 

 

出力電圧 

オーバー 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 
連続 

ON 
または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E1 

出力電圧が高いため、商用運転時

はバイパス運転に移行、バック 

アップ転中は出力を停止します。 

本機と接続機器の電源スイッ

チを全て切り、本機の電源

スイッチのみ再度入れてく

ださい。表示の内容が変わ

らない場合は、本機に異常

がありますので、販売店ま

たはオムロン電子機器カス

タマサポートセンタにご連

絡ください。 

 

注：出力電圧は、LCD メニュ

ー「1. ｿｸﾃｲ」-「ﾆｭｳｼｭﾂ

ﾘｮｸ」で確認できます。 

バッテリ電圧は、「1. ｿｸﾃ

ｲ」-「ﾊﾞｯﾃﾘ」で確認でき

ます。 

 

出力電圧 

アンダー 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 
連続 

ON 
または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E2 

出力電圧が低いため、商用運転時

はバイパス運転に移行、バック 

アップ運転中は出力を停止しま

す。 

 

バッテリ 

電圧 

オーバー 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 
連続 ON 

または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E3 

バッテリの充電電圧が高いため、商

用運転時はバイパス運転に移行

バックアップ運転中は出力を停

止します。 

 

バッテリ

電圧 

アンダー 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 
連続 ON 

または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E4 

バッテリの充電電圧が低いため、商

用運転時はバイパス運転に移行

バックアップ運転中は出力を停

止します。 

 

内部温度 

異常 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 
連続 ON 

または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E6 

内部温度が異常のため商用運転

時はバイパス運転に移行、バック

アップ運転中は出力を停止しま

す。 

本機の周囲温度が 40℃以下

か確認してください。 

 

本機故障 
 

 ● ● ● 

 
連続 

 

ON 
または
OFF 

ON 
また

は 
放電

中 

 
異常-E7 

本機故障が発生しました。 電源スイッチのみ再度入れて

ください。表示の内容が変

わらない場合は、本機に異

常がありますので販売店ま

たはオムロン電子機器カス

タマサポートセンタにご連

絡ください。 

 

 

ファン異

常 

 
 

 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

 

 

断続 

0.5 秒 

 
 

ON 

または

OFF 

 

ON 
また

は 
放電

中 

 

 
異常-E8 

前面の吸引口用ファン、または背

面の冷却ファンが異常のため、

商用運転時はバイパス運転に移

行、バックアップ運転中は出力を

停止します。 

ファンの回転が妨げられてい

ないか確認してください。背

面ファンが回転していない

場合は、ファンを交換してく

ださい。前面ファンが回転

していない場合は、本機に

異常がありますので、販売
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店またはオムロン電子機器

カスタマサポートセンタにご

連絡ください。 

 

本機寿命 

 

 
○ 

（注１） 

○ 

（注１） 
● 

断続 

0.2 秒 

ON 

また

は 

OFF 

ON 

または 

放電

中 

 

異常-E13 
本機の製品寿命が経過していま

す。 

本機を交換してください。 

注１：動作状況により異なります。 

 

 

 

●バッテリ以外の異常 

本機の 

状態 

アイコン 
シンボル 

ブザー 出力 充電 上段の 

メッセージ 

説明 対処方法 

   

 

 

 

 

 

      

 

充電系統 

故障 

 

 

○ 

（注１） 

 

 

● 

 

 

● 

 

連続 

 

ON 

 

充電 

停止 

 

異常-E17 

バッテリ充電系統に故障が

発 

生しました。 

電源スイッチのみ再度入れてくだ

さい。表示の内容が変わらない

場合は、本機に異常があります

ので、販売店またはオムロン電

子機器カスタマサポートセンタ

にご連絡ください。 

 

制御回路 

異常 

 

○ 

（注１） 

○ 

（注１） 

 

● 断続 

0.5 

秒 

ON 

または 

OFF 

ON 

または 

放電

中 

 

異常-E20 
 

本機内部回路の異常を検

知し 

ました。 

動作を継続しますが、本機に異常

がありますので、販売店または

オムロン電子機器カスタマサポ

ートセンタにご連絡ください。 

バイパス 

モード 

 

 

○ 

（注１） 

 

● 

 

● 
故障 

条件 

による 

ON OFF ﾊﾞｲﾊﾟｽ  

モード 

バイパスモードで、商用電

源をそのまま出力中で

す。 

下段に表示されるメッセージを参

照してください。 

注１：動作状況により異なります。 

 

●本機故障の内容 
上段のメッセージ 故障内容 対処方法 

異常-EO 過負荷停止 

オーバーロードによる異常のため、商用運転時はバイパス運転

移行後さらに負荷が増えると出力を停止、バックアップ運転中

は出力を停止します。 

本機と接続機器の電源スイッチを全て切り、接続機器を減

らした後、本機と接続機器の「電源」スイッチを入れてくださ

い。 

異常-ES 出力短絡 

接続機器側の短絡または大幅な接続容量オーバーにより、出

力を停止します。 

接続機器のAC入力が短絡していないか、接続容量が定

格容量を超えていないか、確認してください。 

異常-E1 出力電圧オーバー 

出力電圧が異常（オーバー）のため、商用運転時はバイパス運転に移

行、バックアップ運転中は出力を停止します。（注1） 

本機と接続機器の電源スイッチを全て切り、本機の電源ス

イッチのみ再度入れてください。表示の内容が変わらない

場合は、本機に異常がありますので、販売店またはオムロ

ン電子機器カスタマサポートセンタにご連絡ください。 

 

注：出力電圧は、LCD メニュー「1. ｿｸﾃｲ」-「ﾆｭｳｼｭﾂﾘｮｸ」で確

認できます。 

バッテリ電圧は、「1. ｿｸﾃｲ」-「ﾊﾞｯﾃﾘ」で確認できます。 

異常-E2 出力電圧アンダー 

出力電圧が異常（アンダー）のため、商用運転時はバイパス運転に移行、

バックアップ運転中は出力を停止します。（注1） 

異常-E3 バッテリ電圧オーバー 

バッテリの充電電圧が異常（オーバー）のため、商用運転時はバ

イパス運転に移行、バックアップ運転中は出力を停止します。

（注1） 

異常-E4 バッテリ電圧アンダー 

バッテリの充電電圧が異常（アンダー）のため、商用運転時はバイ

パス運転に移行、バックアップ運転中は出力を停止します。（注

1） 

異常-E6 内部温度異常 

内部温度が異常のため商用運転時はバイパス運転に移行、

バックアップ運転中は出力を停止します。（注1） 

本機の周囲温度が40℃以下か確認してください。高温環

境で 

使用していない場合は、本機に異常がありますので、販売

店またはオムロン電子機器カスタマサポートセンタにご連

絡ください。 

異常-E7 バスコンデンサ異常 

内部部品や内部回路の故障を検知しました。商用運転時はバ

イパス運転に移行します。バックアップ運転中は出力を停止し

本機に異常がありますので、販売店またはオムロン電子機

器カスタマサポートセンタにご連絡ください。 
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ます。 

異常-E8 ファン異常 

前面の吸引口用ファン、または背面の冷却ファンが異常のた

め、商用運転時はバイパス運転に移行、バックアップ運転中は

出力を停止します。（注1） 

ファンの回転が妨げられていないか確認してください。背面フ

ァンが回転していない場合は、ファンを交換してください。前面

ファンが回転していない場合は本機に異常がありますので、販売店

またはオムロン電子機器カスタマサポートセンタにご連絡く

ださい。 

異常-E9 過負荷異常 

接続機器の負荷が定格容量を超えています。商用運転時はこ

の状態が5分継続するとバイパス運転に移行します。バックアップ運

転中は30秒継続すると出力を停止します 

本機と接続機器の電源スイッチを全て切り、接続機器を減

らし 

た後、本機と接続機器の「電源」スイッチを入れてください。 

 

 

 

 

 

●本機故障の内容 
上段のメッセージ 故障内容 対処方法 

異常-E10 バッテリ異常 

バッテリの劣化またはバッテリ寿命もしくはバッテリ切断を検知

しました。 

LCD の下段に" ﾊﾞｯﾃﾘｦ ｾﾂｿﾞｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ " が表示されている場合

は、バッテリコネクタが正常に接続されているか確認してください。そ

の他の表示の場合またはバッテリが正常に接続されている場合

は、バッテリを交換してください。 

異常-E12 バッテリ温度異常 

バッテリ温度の異常を検知しました。商用運転時はバイパス運

転に移行します。バックアップ運転中は出力を停止します。 

バッテリ温度が下がるまでお待ちください。正常な温度に戻

ると、元の運転状態に戻ります。復帰しない場合は、本機に

異常がありますので販売店またはオムロン電子機器カスタマ

サポートセンタにご連絡ください。 

異常-E13 本機寿命 

製品寿命が経過したことを検知しました。 

本機を交換してください。 

異常-E17 

 

（

充電系統故障 

バッテリ充電系統に故障が発生しました。 

商用運転時はバイパス運転に移行します。 

（バックアップ運転中は、この異常は検知されません。） 

電源スイッチのみ再度入れてください。表示の内容が変わらない場

合は、本機に異常がありますので、販売店またはオムロン電子機器

カスタマサポートセンタにご連絡ください。 

異常-E20 内部回路故障 

内部部品や内部回路の故障を検知しました。原因により本異常

が発生した際の現象は変わりますので、右記、対処方法をご確

認ください。 

動作を継続しますが、本機に異常がありますので、販売店

またはオムロン電子機器カスタマサポートセンタにご連絡

ください。 

バイパスモード バイパスモード出力中 

故障、もしくは過負荷状態における継続出力のため、商用直送

運転で出力していることを表します 

バイパスモードへ移行させる条件により、その該当する異

常のメッセージと、バイパスモードとを交互に表示しますの

で、それぞれの異常の場合の対処方法をご参照くださ

い。 

注１：バイパス運転中は、商用電源をそのまま出力します。 

   バイパス運転に移行できない場合やバイパス運転中に停電（AC 入力 OFF）が発生した場合は、 

LCD には最大で 2 種類のメッセージが表示される場合があります。 

 

●下段のメッセージ 

本機の状態に応じ、LCD の下段にメッセージが表示されますので、操作の参考にしてください。 

 

●言語設定の変更 

メニュータイプが［スタンダード］で日本語から英語に設定を変更する場合は、以下の手順で操作してください。 

(1) AC 入力ケーブルを電源コンセントに接続し、 スッチを押してください。 

 

(2) ［３．ｾｯﾃｲ］を選択し、 スイッチを押してください。 
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(3) ［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］を選択し、 スイッチを押してください。 

 

(4) ［ｹﾞﾝｺﾞ］を選択し、 スイッチを押してください。 

 

(5) ［English］を選択し、 スイッチを押してください。 

 
(6) ［ESC］スイッチを押して、言語が変更されていることを確認してください。 

   

 

●カレンダの設定 

BU5002R は出荷時、本体とバッテリが別梱包のため、内蔵時計は未設定です。 

また BU5002R/BU3002R/BU3002RH ともに、AC 入力をしていない状態でバッテリ交換を行った際も、同様に未設定

となります。LCD メニューの[３．ｾｯﾃｲ]-[ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ]-[ｶﾚﾝﾀﾞｾｯﾃｲ]で内蔵時計の年月日、時刻を設定してください。 

カーソルが点滅している項目を   スイッチおよび   スイッチで設定し、  スイッチで確定します。確定させると  

カーソルの点滅が点灯に変わりますので、   スイッチ、  スイッチでその他の設定項目に移り、  スイッチで該当

項目のカーソルを点滅させます。 

以下同様にすべての項目の設定が完了した後、「ESC」スイッチを押してメニューに戻ります。 
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 基本動作確認 

●本機の接続が終わったら、下記手順にてバックアップ運転が正常に行われることを確認します。 

 

（１） 本機の「電源」スイッチを 3 秒以上押して、電源を入れます。 

ブザーが鳴り、自動的に自己診断テストが開始されます。 

 

（２） 自己診断テストが正常に終了すると、商用電源による運転に切り替わり、下記の表示状態になります。 

 

アイコン 説明 

 

「電源」スイッチ「ON」状態。 

正常動作中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照：バッテリ電圧が低いときは自己診断テストを実施せず、ただちに商用電源による運転で出力開始します。 

 

 

（３） 接続されている機器をすべて動作状態にします（コンピュータのサービスコンセントに接続されている機器を含

む）。ただし、接続機器の電源が途中で停止しても支障のない状態で運転してください。 

 

   参照：本機は充電して出荷していますが、長期間保管していた場合は自己放電によりバックアップ時間が短くな

っている可能性がありますので、本機を充電してからお使いいただくことをお勧めします。 

  

（４） 本機の LCD 表示、ブザー音が下記と同じ状態か確認してください。 

アイコン 

 
ブザー音 なし 

「電源出力」コンセント 電源出力する（接続機器通電状態） 

 

上記の表示となる    →動作は正常です。手順（５）へ進んでください。 

上記の表示とならない →異常です。7.2 項「アイコン・LED・ブザー音の表示」に示す対処方法に従って 

処置を行ってから次へ進んでください。 

 

（５） 本機の「AC 入力」プラグを電源コンセント（商用電源）から抜きます。バックアップ運転状態になります。 
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（６） バックアップ運転状態で本機の LCD 表示、ブザー音を確認してください。下記の状態表示のいずれかになりま

すか？ 
アイコン ブザー 出力 説明 

 

 

断続 

4秒間

隔 

ON 
停電または AC 入力異常のため、バックアップ運転中で
す。このままバックアップ運転を続けると出力が停止します。 

断続 

1秒間

隔 

ON 
停電または AC 入力異常のため、バックアップ運転中で
す。バッテリの残量が少ないので、まもなく出力が停止しま
す。 

 

 
なし OFF 

バッテリ容量がなくなったため、出力を停止しました。 

 

上記（６）の表示にならない → 異常です。表示とブザーの状態を確認して、「電源」スイッチを３秒以上押し続け 

て、電源を切ります。 

・「7.2 項アイコン・LED・ブザー音の表示」に示す対処方法に従って、 

処置を行ってから再度手順（１）に戻って操作を行います。 

・まったくバックアップせずに本機と接続機器が停止した場合はバッテリの 

充電不足が考えられます。「AC 入力」プラグを商用電源に接続し、十分に 

バッテリの充電を行ってから、再度手順（５）から操作を再開します。 

・上記２点を確認しても解決しない場合はオムロン電子機器カスタマサポート 

センタにご相談ください。 

 

      参照：LCD メニューの［3.ｾｯﾃｲ］－［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］－［ﾌﾞｻﾞｰｾｯﾃｲ］（ブザー設定）で、ブザーON/OFF の設

定ができます。 

 

（７） 「AC 入力」プラグを、再び商用電源に接続します。 

状態表示が元の状態に戻り、ブザー音が消えます（下図の状態になります）。 

アイコン 説明 

 

「電源」スイッチ「ON」状態。 

正常動作中。 

 

 

 

以上で動作の確認は終了です。 

 

 以上で設置・接続はすべて完了しました。 
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 運転開始・停止方法と基本的な動作 

 

●運転開始の動作 
（１）「電源」スイッチが「OFF」の状態で、商用電源に接続します。 

本機に商用電源が供給されたとき、アイコン「 」となります。 

電源出力は停止し、バッテリは自動充電を開始します。 

LCD 画面に、以下のスタンバイ画面が表示されます。 

 

 スタンバイ画面 

 
（２）本機の電源スイッチを 3 秒以上押し続けます。 

数秒後に電源出力を開始します。 

アイコンが、「 」となり、約 10 秒間バックアップ運転に移行し、自己診断テストが自動的に実行されます。 

参照：バッテリ電圧が低いときは自己診断テストをしません。 

バッテリを充電した後に自動的に自己診断テストを実施します。 

 

（３）自己診断テストが正常終了すれば、以下の通常運転状態になります。 

自己診断テストを実行しなかったときは、すぐに以下の通常運転状態になります。 

 

通常運転状態（商用モード画面） 

 
 
 

●運用中の動作  
本機の「電源」スイッチは、入れたまま（運転状態）でも、接続されているシステムが停止するたびに切っても、どちらで 

も問題ありません。お客様のご都合の良い方法で運用を行ってください。  

長期間接続機器を使用しないときは「電源」スイッチを切っておくことをお勧めします。  

本機「AC入力」プラグを商用電源に接続することでバッテリを充電できます。  
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●停電発生時の動作  

 
（１）停電や入力電源異常が発生すると、自動的にバックアップに切り替わり、バッテリからの電力で電源出力を継続し

ます（これを「バックアップ運転」と呼びます）。 

バックアップ運転時は以下のバッテリモード画面になります。 

 

バックアップ運転状態（バッテリモード画面） 

  
 

 以下の状態表示およびブザーの断続鳴動でバックアップ運転を知らせます。 

 

アイコン ブザー 出力 充電 説明 対処方法 

 

 

断続 

４秒間隔 

 

ON 
OFF 

放電中 
停電または AC 入力異常のため、

バックアップ運転中です。このまま

バックアップ運転を続けると、バッ

テリ残量がなくなったときに出力が

停止します。 

ご使用の接続機器をシャッ

トダウン（終了処理）して、

停止してください。 

バッテリを充電してくださ

い。 

 

断続 

１秒間隔 

 

ON 
OFF 

放電中 

 
なし OFF 

OFF 

放電中 

バッテリ容量がなくなったため、出

力を停止しました。 

バッテリを充電してくださ

い。 

 

 

  参照：LCD メニューの［3.ｾｯﾃｲ］－［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］－［ﾌﾞｻﾞｰｾｯﾃｲ］（ブザー設定）で、ブザーON／OFF の設定が 

できます。 

 

 

●停電から回復したときの動作  
バッテリの充電が残っている場合  

本機から電源出力している間に停電または入力電源異常から回復したときは、自動的に商用電源からの出力に

戻ります。消費したバッテリは充電が開始されます。  

 

バッテリの充電が残っていない場合  

バッテリの電力を使い切って電源出力が停止したあと、停電または入力電源異常から回復したときは、本機は自

動的に再起動し電源出力を再開します。消費したバッテリは充電が開始されます。 

 

参照：停電からの復帰時、工場出荷設定のままでは本機は自動的に再起動し、電力を供給します。 

接続機器を動作させたくないときは、接続機器のスイッチを切るか、停電からの復帰時の自動起動設定 

（LCD メニューの［3.ｾｯﾃｲ］－［ｷﾄﾞｳｾｯﾃｲ］－［ｼﾞﾄﾞｳｻｲｷﾄﾞｳ］）を無効にしてください。 
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●運転を停止するとき 

 

お願い 

商用電源を切る前に、本機の「電源」スイッチを切ってください。 
●商用電源を停止すると、バックアップ運転になります。バックアップ運転の頻度が高くなるとバッテリ寿命が

著しく短くなる場合があります。 

 

本機の「電源」スイッチを 3 秒以上押し続けると、電源スイッチがオフになります。 

同時にアイコンが「   」となります。このとき、本機からの電源出力が停止します。 

 

 参照：「電源」スイッチを切っても、商用電源から AC が供給されていれば、バッテリは自動的に 

充電されます。 

 

 

 

 ブザー音を一時停止する 

ブザーが鳴動時に「ESC」スイッチを 0.5 秒以上押すと、ブザーが一時停止します。 

 

  
 

 

 自己診断テストの説明 

自己診断テストは、本機の故障診断およびバッテリ劣化のテストを行います。  

これにより、本機内部の回路故障、バッテリ交換の要否が確認できます。  

自己診断テストには、以下のとおり自動と手動の２つがあります。  

 

●自動による自己診断テスト  

自己診断テストは、商用電源を入れバッテリの充電が完了した状態で、工場出荷時では、以下のときに自動的に 

実行されます。お客様で特別な操作は不要です。  

・「電源」スイッチをOFFからONにしたとき  

・「電源」スイッチがONの状態で、通電4週間に一回の周期 

8時間のバッテリの充電が完了していない場合は、4週間に一回の周期の自己診断テストはすぐに実行されません。 

8時間の充電完了後、自動的に実施します。  

 

●手動による自己診断テスト  

LCDメニューの［2.ｺﾝﾄﾛｰﾙ］－［ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝﾃｽﾄｶｲｼ］を選択することによって、手動で自己診断テストを 

行うこともできます。 

自己診断テストの実施によって、自動的にバックアップ運転を開始します。このとき、ブザーは鳴りません。 

テストが終了した後、自動的に通常運転状態に戻ります。 

LCD画面にエラーのメッセージが表示された場合、「アイコン・LED・ブザー音などの見方」の対処方法に従って 

処置を行ってください。 
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参照：自己判断テストの実行条件は、LCDメニューの［3.ｾｯﾃｲ］－［ﾊﾞｯﾃﾘｾｯﾃｲ］－［ﾊﾞｯﾃﾘﾃｽﾄ］にて、 

    以下を選択できます。 

     起動時/４週間ごと（工場出荷時）、起動時、４週間ごと、無効 

 

※このテストは自動シャットダウンソフトからも行えます。 

詳細の説明は自動シャットダウンソフトの取扱説明書をご参照ください。取扱説明書は以下の 

ホームページからダウンロードできます。 

URL: https://www.oss.omron.co.jp/ups/support/download/ups.html 

 

 

 LCD のメニュー一覧 

 ・表示言語は、日本語（工場出荷時）または英語から選択できます。 

 ・メニュータイプの設定により、表示されるメニューが異なります。スタンダードタイプとアドバンスタイプがあります。ス

タンダードタイプ（工場出荷時）は、一般向けです。アドバンスタイプは、管理者向けです。 

 

参照：表示言語を、英語にしたいときは、［3.ｾｯﾃｲ］－［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］－［ｹﾞﾝｺﾞ］にて設定してください。 

アドバンスタイプのメニューを表示したいときは、［3.ｾｯﾃｲ］－［ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ］－［ﾒﾆｭｰﾀｲﾌﾟ］にて設定 

してください。 
☆：本機が停止中のときのみ表示されます。運転中は表示されません。 

 メニュー 

 

   説明 値 メニュータイプ 

ｿｸﾃｲ 

（測 

定） 

Measur

e-  

ｍｅｎｔｓ 

 

ﾌｶﾖｳﾘｮｳ（負荷容量） 

Load Meter 

負荷の容量を VA と W で

表示します。 

負荷容量：  

0 ～xxxx W 

0 ～ xxxx VA 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ﾆｭｳｼｭﾂﾘｮｸ（入出力）  

Input/Output Meter 

本機の入出力電圧 / 周波

数を表示します。 

入出力： 

入力：0 ～ xxx.x V、0 ～ xx.x Hz 

出力：0 ～ xxx.x V、0 ～ xx.x Hz 

ﾊﾞｯﾃﾘ 

Battery Meter 

内蔵バッテリの状態を表示

します。 

バッテリ： 

充電率：0 ～ 100%  

電圧：0.0 ～ xxx.xV 

ランタイム（バックアップ時間）： 

0.0 ～ xxx min 

ｼﾞｭﾐｮｳ（寿命） 

Longevity 

本機の推定寿命を 5 段階

で表示します。 

寿命： 

UPS：5 段階の□レベル表示 

バッテリ：5 段階の□レベル表示 

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ（積算電力） 

Cumulat. Power Usage 

現在までに使用した電力量

と経過日数を表示します。 

積算電力： 

トータル：0 ～ xxxx kWh 

日数：0 ～ xxxx 日 

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 

ﾍｲｷﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ（平均電力） 

Average Power Usage 

現在までに使用した電力量の

平均を表示します。 

平均電力： 

0 ～ xxxx Wh 

 
 
 

 

 

  



仕様書番号 K1M-Z-19237E（33／71） 

                                

    

 メニュー 説明 値 メニュータイプ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

 

Control 

ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝﾃｽﾄｶｲｼ 

（自己診断テスト開始） 

Start Function Test 

自己診断、バッテリ劣化の簡

易テストを行い、結果を表

示します。 

自己診断テスト開始 

・バッテリテスト合格 

・バッテリテスト不合格 

（バッテリ未接続、バッテリ劣化） 

・バッテリテストキャンセル 

（バッテリモード運転中、充電不十

分） 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｭﾐｮｳｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ 

（バッテリ寿命カウンタリセット） 

Reset Ｂ.ｌｉｆｅ counter 

バッテリの寿命カウンタをリセ

ッ 

トします。 

バッテリ寿命カウンタリセット実行 

ｼｭﾂﾘｮｸｺﾝｾﾝﾄ ON/OFF 

(出力コンセント ON/OFF) 

Load Segments ON/OFF 

 

本機の出力コンセントを電源 

出力グループごとに

ON/OFF 

できます(BU3002Rのみ）。 

OUT B：ON(工場出荷時）/OFF 

OUT C：ON(工場出荷時）/OFF 

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｾｯﾄ 

（積算電力リセット） 

Reset Power Usage 

積算電力/ 平均電力の値を

リ 

セットします。 

 

積算電力リセット実行 

ｾｯﾃﾝｼﾝｺﾞｳﾃｽﾄ 

（接点信号テスト）☆ 

Dry Contact Test 

本機、または接点信号入出

力カード（SC08）使用時

に、接点のテストを実施しま

す。 

接点信号テスト実行 

BU：ON/OFF 

BL：ON/OFF 

TR：ON/OFF 

WB：ON/OFF 

ｾｯﾃｲｼｮｷｶ（設定初期化） 

☆ Initialization 

本機の各設定を工場出荷時

に 

戻します。 

設定初期化実行 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ 

Maintenance Bypass 

強制的にバイパスモードに移

行 

します。 

メンテナンスバイパス実行 

ｾｯﾃｲ 

（設定） 

Settings 

ﾛｰｶﾙｾｯﾃｲ 

（ローカル設

定） 

Local Setting 

ｹﾞﾝｺﾞ（言語） 

Language 

LCD に表示する言語を設定

し 

ます。 

表示言語： 

日本語（工場出荷時）、英語 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

LCD ｾｯﾃｲ 

（LCD 設定）

LCD Setting 

LCD のコントラストと輝度を変 

更します。 

 

LCD 設定（コントラストバー、輝度バ

ー） 

LCD ｵｰﾄｵﾌ 

（LCD 自動停

止） 

LCD Auto 

OFF 

LCD が自動的に消灯するま

で 

の時間を設定します。 

LCD 自動停止：常時オン（工場出荷 

時）、自動停止 30 秒、自動停止 3 

分 

LCD ﾃｽﾄ☆ 

LCD Test 

LCD と LED が点灯すること

を 

確認します。 

LCDテスト実行 

ﾌﾞｻﾞｰｾｯﾃｲ 

（ブザー設定） 

Audible Alarm 

ブザーが鳴る条件を設定しま

す。 

ブザー設定：オン（工場出荷時）、バ

ッ 

クアップ実行時オフ、常時オフ 

ｶﾚﾝﾀﾞｾｯﾃｲ 

（カレンダ設

定） 

CalendarSettin

g 

本機のカレンダ情報を設定し

ま 

す。 

カレンダ設定：年、月、日、時、分 

UPS ｼﾖｳｶｲｼ

ﾋﾞ 

（UPS 

使用開始日） 

UPS 

本機の使用開始日を設定し

ま 

す。 

UPS 使用開始日：年、月、日 

（工場出荷時：2020/1/1） 

 

☆：本機が停止中のときのみ表示されます。運転中は表示されません。 
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☆：本機が停止中のときのみ表示されます。運転中は表示されません。 
 メニュー 説明 値 メニュータイ

プ 

ｾｯﾃｲ 

（設定） 

Settings 

In/Out ｾｯﾃｲ 

（In/Out 設

定） 

In/Out 

Settings 

ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝｱﾂ 

（出力電圧）☆ 

O/P Voltage 

出力電圧を設定します 出力電圧： 

200V（工場出荷時） 

208V 

220V 

230V 

240V 

100V 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ｼｭｳﾊｽｳﾚﾝｼﾞ 

（周波数レンジ）☆ 

Frequency Range 

周波数範囲モードを切り換えま

す。 

周波数レンジ： 

ノーマルレンジ（工場出荷時）、 

ワイドレンジ 

（注1） 

アドバンス 

ｴｺﾓｰﾄﾞ☆ 

Eco Mode 

Eco モードに設定します。 

（注2） 

有効、無効（工場出荷時） 

ｷﾄﾞｳｾｯﾃｲ 

（起動設定） 

Boot Settings 

ｼﾞﾄﾞｳｻｲｷﾄﾞｳ 

（自動再起動） 

Auto Reboot 

停電からの自動再起動を設定し

ます。 

自動再起動： 

有効（工場出荷時）、無効 
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄ 

Cold Start 

「AC 入力」がなくても本機を起動

で 

きる「コールドスタート」機能を有

効にするかどうか設定します。 

有効、無効（工場出荷時） アドバンス 

ｻｲｷﾄﾞｳﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

（再起動遅延時間） 

Reboot Delay Time 

停電から復帰する際の遅延時間

を設 

定します。 

再起動遅延時間： 

0 ～ 999 秒 

（工場出荷時：9 秒） 

ｺﾝｾﾝﾄ  

ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ(B) ON 

（コンセント遅延時間(B) 

ON） 

Load Segments(B) ON 

「電源出力グループ」B の出力開

始 

の時間を遅延することができま

す。 

ON 遅延：0 ～ 9 秒 

ON 遅延：0.0 ～ 0.9 分 

ON 遅延：0 ～ 30 分 

（工場出荷時：0 秒） 

（注3） 

ｺﾝｾﾝﾄ 

ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ(B) OFF 

（コンセント遅延時間(B) 

OFF） 

Load Segments(B) OFF 

「電源出力グループ」B の出力停

止 

の時間を早くすることができます。 

OFF 遅延：0 ～ 9 秒 

OFF 遅延：0.0 ～ 0.9 分 

OFF 遅延：0 ～ 30 分 

（工場出荷時：0 秒） 

（注3） 

ｺﾝｾﾝﾄ 

ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ(C) ON 

（コンセント遅延時間(C) 

ON） 

Load Segments(C) ON 

「電源出力グループ」C の出力開

始 

の時間を遅延することができま

す。 

ON 遅延：0 ～ 9 秒 

ON 遅延：0.0 ～ 0.9 分 

ON 遅延：0 ～ 30 分 

（工場出荷時：0 秒） 

（注3） 

ｺﾝｾﾝﾄ 

ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ(C) OFF 

（コンセント遅延時間(C) 

OFF） 

Load Segments(C) OFF 

「電源出力グループ」C の出力停

止の時間を早くすることができ

ます。 

OFF 遅延：0 ～ 9 秒 

OFF 遅延：0.0 ～ 0.9 分 

OFF 遅延：0 ～ 30 分 

（工場出荷時：0 秒） 

（注3） 

Installation 

UPS ｼﾞｭﾐｮｳ 

ｶｳﾝﾀ 

（UPS 寿命 

カウンタ） 

UPS Life 

Counte 

UPS 寿命カウンタの動作を

設定 

します。 

UPS 寿命カウンタ： 

有効（工場出荷時）、無効 

ﾒﾆｭｰﾀｲﾌﾟ 

Menu Type 

表示するメニューを選択しま

す。「スタンダード」にする

と、よく使用される項目のみ

が表示されます。 

メニュータイプ： 

スタンダード（工場出荷時）、 

アドバンス 
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ｻｲｷﾄﾞｳﾊﾞｯﾃﾘﾚﾍﾞﾙ 

（再起動バッテリレベル） 

Reboot Batt.level 

再起動時のバッテリ充電量を設定

します。 

再起動バッテリレベル： 

0 ～ 100% 

（工場出荷時：0%） 

ｼﾞﾄﾞｳｻｲｷﾄﾞｳﾓｰﾄﾞ 

（自動再起動モード） 

Auto Reboot Mode 

再起動時のモードを設定します。 

（注 4） 

自動起動モード： 

モード A（工場出荷時）、 

モードB 

ﾃﾞﾝｹﾞﾝ 

SW ｵﾌﾓｰﾄﾞ 

（電源スイッチオフモー

ド） 

Power SW Off Mode 

電源スイッチの動作モードを切り

換えます。 

電源 SW オフモード： 

UPS シャットダウン 

（工場出荷時）、 

UPS ＋ PC シャットダウン 
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☆：本機が停止中のときのみ表示されます。運転中は表示されません。 
 メニュー 説明 値 メニュータイ

プ 

ｾｯﾃｲ 

（設定） 

Settings 

ﾊﾞｯﾃﾘｾｯﾃｲ 

（バッテリ設

定） 

Battery 

Settings 

ﾊﾞｯﾃﾘﾃｽﾄ 

（自己診断テスト） 

Battery Test 

自己診断テストを実施する間隔を

設 

定します。 

バッテリテスト： 

起動時/4 週間ごと 

（工場出荷時）、 

起動時、4 週間ごと、無効 

スタンダー

ド 

ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｭﾐｮｳｶｳﾝﾀ 

（バッテリ寿命カウンタ） 

Batt.life Counter 

バッテリ寿命を知らせるかどうかを

設定します。 

バッテリ寿命カウンタ： 

有効（工場出荷時）、無効 

ﾊﾞｯﾃﾘｺｳｶﾝﾋﾞ 

（バッテリ交換日） 

Battery Installation 

バッテリ交換日を設定します。 バッテリ交換日： 

年、月、日 

（工場出荷時：2020/1/1） 

ｻｲﾀﾞｲﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 

（最大バックアップ時

間）☆ 

Max.backupTime 

指定時間後に本機の出力を停止 

させる設定をします。 

最大バックアップ時間： 

無効（工場出荷時）、 

有効：10 ～ 999 秒、 

有効：1 ～ 9999 分 

アドバンス 

ﾊﾞｯﾃﾘﾛｰﾚﾍﾞﾙ☆ 

Low Battery Warning 

バッテリローを検出するレベルを

設定します 

バッテリローレベル： 

30%（工場出荷時）、 

レベル変更：0 ～ 100% 

ｾｯﾃﾝｼﾝｺﾞｳ 

（接点信号） 

Dry Contact 

BS ｼﾝｺﾞｳﾕｳｺｳﾊﾝｲ 

（BS 信号有効範囲）☆ 

BSsignal ValidRange 

BS 信号を受付る条件を設定しま 

す。 

BS 信号有効範囲： 

常時有効（工場出荷時）、 

バックアップときのみ 

BS ｼﾝｺﾞｳﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

（BS 信号遅延時間） 

BSsignal Delay Time 

BS 信号の遅延時間を設定しま

す。 

BS 信号遅延時間： 

0 ～ 9000 秒、または 

9999 秒（工場出荷時：0 秒） 

（注5） 

BU ｼﾝｺﾞｳﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

（BU 信号遅延時間） 

BUsignal Delay Time 

BU 信号の遅延時間を設定しま

す。 

BU 信号遅延時間： 

0 ～ 900 ミリビョウ、または 

0 ～ 180 秒（工場出荷時：0 秒） 

（注3） 

ｾｯﾃﾝｼﾝｺﾞｳﾛﾝﾘ 

（接点信号論理） 

Dry Contact Logic 

接点信号の論理を設定します。 接点信号論理： 

BU、BL、TR、WB： 

ノーマル（工場出荷時）／ 

リバース 

ﾘﾓｰﾄ ON/OFF ﾛﾝﾘ 

（リモート ON/OFF 論

理）☆ 

Remote ON/OFF 

Logic 

リモート信号の論理を設定しま

す。 

リモート ON/OFF 論理： 

ショート時 OFF（工場出荷時）、 

オープン時OFF、無効 

ｷｼｭｼﾞｮｳﾎｳ 

（機種情

報） 

Identificati

on 

ｷｼｭﾒｲ（機種名） 

Type 

本機とバッテリパックの名称を表

示し 

ます。 

機種名： 

UPS：型式、 

バッテリ：型式 

スタンダー

ド 

ｾｲｿﾞｳﾊﾞﾝｺﾞｳ（製造番号） 

Serial Number 

本機の製造番号を表示します。 製造番号： 

S/N：xxxxxxxxxxxxxxxG 

ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

Firmware Version 

本機のファームウェアバージョン

を 

表示します。 

ファームウェアバージョン： 

UPS：M:x.xx 

USB：S:-.— 

（本機はUSBをサポートしていませ

ん） 

アドバンス 

ﾒﾓ 

Memorandum 

英数 20 文字の情報を閲覧でき

ま 

す。 

          － 
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☆：本機が停止中のときのみ表示されます。運転中は表示されません。 

 メニュー 説明 値 メニュータイ
プ 

ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ 
Log 

ｺｼｮｳﾛｸﾞ 
（故障ログ） Fault Log 

過去に発生した故障ログ（発生

時刻と故障内容）を 10 件まで

表示します。 

故障ログ： 
年/月/日/時/ 分、メッセー
ジ 

アドバンス 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝログ 
Shutdown Log 

本機のシャットダウン理由を10
件まで表示します。 

シャットダウンログ： 
年/月/日/時/ 分、メッセー

ジ 

ﾃｲﾃﾞﾝﾛｸﾞ（停電ログ）  
AC input Log 

過去に発生したイベントログを 

10件まで表示します。 

停電ログ： 
年/月/日/時/ 分、メッセー

ジ 

ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀﾘｾｯﾄ 
Reset All Log Data 

各ログデータをクリアします。 ALL ログデータリセット実行 

 

注1 ：ワイドレンジでは、入力周波数が、例えば50Hz から60Hz に急激に変化した場合、UPS はバッテリモードに移行し

出力周波数を50Hz に保ちます。入力周波数が60Hz を100 サイクル以上継続すると、UPS はバッテリからの出力

周波数を50Hz から60Hz へ漸増させ、出力波形が入力波形と同期した後にライン出力に切り替えます。一方ノーマ

ルレンジでは、入力周波数が急激に変化した場合、バッテリモードに切り替わり、出力周波数が50Hz のバッテリ出

力を継続します。 

 

注2 ：Ecoモードとは、商用運転時、商用直送出力のため入力電圧がそのまま出力されるモードです。（商用直送出力のた

め低消費電力です）。出力周波数は、商用運転時は商用直送出力のため入力周波数と同じです。 

※ Eco モード動作時は、「AC 入力」電圧が”設定出力電圧± 10% 以内”の時、商用直送出力されます。 

※ 100Vモードでは動作しません。 

 

注3 ：１項目のみ設定出来ます。 

注4 ：再起動モードには以下の2つのモードがあります。 

モードA：本機停止後、AC 入力の”ON”を検知したら直ちに本機を自動起動させます。 

モードB：本機停止後、AC 入力の”OFF”→”ON”を検知したタイミングで本機を自動起動させます 

（AC 入力のOFF の定義:AC 入力が1秒以上OFF した時）。 

※ これらのモードは、起動設定の自動再起動が有効の時に有効です。 

※ この設定モードは、接点信号入出力のバックアップ停止信号（BS）にて本機を停止させた後のみ有効です。 

※ RS-232C コネクタにケーブルを接続して自動シャットダウンソフトを使用した場合には、この設定に関わらずモード

Aの動作をします。 

 

①停電発生後に、BS 信号にて本機を停止した場合 
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 バッテリの充電 

本機を商用電源に接続することにより自動的にバッテリの充電が開始されます。 

(「電源」スイッチが「入」「切」どちらの状態でも充電します) 
8時間で充電が完了します。また、増設バッテリユニットを接続するごとに、1 台あたり充電時間は16時間増えます。 

 

●本機は充電して出荷していますが、初めてご使用になる場合は自己放電によりバックアップ時間が短くなっている

場合があります。本機を充電してからお使いいただくことをお勧めします。 

 

 バックアップ時間の初期値測定 

お客様のご使用環境での本機のバックアップ時間初期値を測定しておくと、バッテリの点検を行なったり自動シャット

ダウンソフトの設定値を決める際の目安になります。 
 

 バッテリの再充電 

バックアップ時間を測定された後は、バッテリが完全に放電していますのでご使用開始に際し再充電が必要です。 

●充電しながら接続機器を使用することも可能ですが、充電完了するまでは停電発生時のバックアップ時間が短くな

ります。 

 （充電開始直後に停電が発生した場合、すぐにバックアップが停止してしまいます。） 
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8 接点信号入出力 
 接点信号入出力について 

 

下記仕様に合わせてお客様が独自にシステムを開発されることで、停電時の処理を自動化できます。 

バックアップ信号をシステムで検知し、停電処理や、バッテリ容量低下信号をシステムで検知してシステムの終了 

処理をおこなえます。また、システムからバックアップ停止信号を入力することにより、バッテリに余力を残した 

状態で本機を停止し、次の停電発生に備えることができます。 

 

本機では、標準装備の接点信号入出力ポートと、別売りオプションのリレー出力タイプ接点入出力カード 

（SC08）の接点信号入出力が使用できます。 

 

 信号出力の形式 

 

本機は以下の4種類の信号出力を持っています。  

出力回路はフォトカプラを使用したオープンコレクタ回路（一種の電子スイッチ）になっています。 

信号 機能 

バックアップ信号出力 (BU) 

 

 

停電中は継続して ON になります。 

 

バッテリ容量低下信号出力 (BL) 

 

 

バックアップ運転時にバッテリ残量がすくなくなったときに ON になりま

す。 

トラブル信号出力 (TR) 

 

 

本機に異常が発生したときに ON になります。 

バッテリ交換信号出力 (WB) 

 

 

バッテリが劣化し、交換が必要なことをテストで検出したとき、 

またはバッテリ寿命カウンタがカウントアップしたときにオンします。 

 

 信号入力の形式 

本機は以下の 2 種類の信号入力を持っています。 

信号 機能 

バックアップ電源停止信号入力 (BS) 

 

BS 信号を ON（High）にすると、予め設定された時間が経過した後、本

機の出力を停止します。LCD にて以下の設定が可能です 

（１） BS 信号有効範囲  

［3.ｾｯﾃｲ］－［ｾｯﾃﾝｼﾝｺﾞｳ］－［BS ｼﾝｺﾞｳ ﾕｳｺｳﾊﾝｲ］・ 

常時有効：商用運転時、バックアップ運転時いずれの場合も BS

信号を受け付けます。 

・バックアップ時有効：バックアップ運転時のみ BS 信号を受け付

けます。 

（注）バックアップ信号（BU）または、バッテリ容量低下信号（BL）

が変化したことを受けて BS 信号を入力してください。 

 （２）BS 信号遅延時間 

［3.ｾｯﾃｲ］－［ｾｯﾃﾝｼﾝｺﾞｳ］－［BS ｼﾝｺﾞｳ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ］BS 信号を受

け付けてから、本機の出力を停止するまでの時間を設定できま

す。 

リモート ON/OFF 信号入力 

 

 

外部に接続した接点、あるいはオープンコレクタ回路の ON/OFF の状

態により、本機の運転、停止が行えます。 

接続端子は接点信号入出力コネクタのピン番号６－７になります。 

 

 

 

BS-COM  UPS 停止 

BU-COM  停電時 ON 

BL-COM  バッテリ Low 時 ON 

TR-COM  異常時 ON 

WB-COM  バッテリ交換時 ON 

外部接点 動作 

オープン 運転 

クローズ 停止 
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 信号入出力コネクタ 

 

（DSUB9P メス） 

 
 

 信号入出力定格 

 

● 信号出力（BL、TR、BU、WB）       ● バックアップ電源停止信号入力（BS） 

フォトカプラ定格                    入力電圧 High（ON） DC5〜24V 

印加可能電圧：DC35V 以下                   Low（OFF） DC0.5V 以下 

最大電流：50mA 

 

● リモートON/OFF 

端子間電圧：DC8～16V 

クローズ時電流：max.15mA 

 

 信号入出力回路 
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信号入出力回路使用例 

 

●BU 信号出力回路の接続回路例     ●BS 信号入力回路の接続回路例 

  
 

●リモート ON/OFF の例 

 
 

 信号入出力使用時のご注意、お願い 

 

お願い 

信号出力回路にリレーなど逆起電力の発生する機器を接続する場合は、逆起電力を防止するダイオードを 

リレーの両端につけてください。 

 

解 説 

停電中に本機が自動停止した後に停電が回復した場合、本機は自動的に再起動し電力を供給します。 

接続機器を動作させたくないときは、接続機器のスイッチを切るか、停電からの復帰時の自動起動設定（LCD

［3.ｾｯﾃｲ］―［ｷﾄﾞｳｾｯﾃｲ］―［ｼﾞﾄﾞｳｻｲｷﾄﾞｳ］）を“無効”設定にしてください。 

 

 

別売オプションで、リレー出力タイプの接点信号入力カードをご用意しています。 

機器の背面にあるオプションスロットに装着可能です。詳細は当社ホームページをご覧ください。 

（https://www.oss.omron.co.jp/ups/） 

・接点信号入出力カード（リレー出力タイプ）・・・・型式名：SC08（別売オプション） 

 

 

  

マイ コ ン
ボード へ

4 .7K

本機内部 外部回路
※： C1 ,C2 0pF～数千pF程度

（ 使用さ れる環境に合わせて、
  容量をご検討く ださ い）

+12V

1KΩ

C2

C1

+5V

COM

本機側
GND

BS マイコンポートから

12V 1K

1 .2K

システム側

　 接続ケーブル
（ ツイストまたはシールド ）

リ モート の

ON /OFF 回路

本機側

リ モートON/OFF（ +）

リ モートON/OFF（ --）
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9 設置方法 
 設置方法 
無停電電源装置（UPS）を設置します。設置する上での注意事項については、本書の 
「１５．安全上のご注意」に示した「注意（設置・接続時）」を参照してください。 
下図で指定した正しい設置方向以外では使用しないでください。 

 

正しい設置方向 

 
 

 

 

 

 AC 入力、出力の接続 

設置と機器の接続が終わったら、取扱説明書をご参照の上、指示に従い、接続をしてください。 
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10 バックアップ時間 
バックアップ時間は接続機器の容量により変化します。 

※本バックアップ時間は、あくまでも参考値です。バッテリの寿命や外部環境（温度など）によって変わります。 

接続機器の総容量を計算した後、バックアップ時間のグラフを参照し、バックアップ時間初期値の目安にしてくださ

い。（バッテリの点検をする際も同様です） 

（１） 接続機器の総容量（消費電力）を、Ｗ（ワット）に統一します。 

接続機器の表示はコンピュータ本体、ディスプレイ裏面を確認してください。 

表示方法としては、ＶＡ（ボルト・アンペア）表示、Ａ（アンペア）表示、Ｗ（ワット）表示の３種類があります。             

 表記 値 

例１） AC200V,50/60Hz,145W VA W = VA × 力率 

例２） AC200V,50/60Hz,1.8A A W = A × 電源圧力 × 力率 

例３） AC200V,50/60Hz,150VA   

       VA、Ａと表記されている機器の場合はＷに換算してください。換算方法は機器の表記に上表の値を 

かけてください。（力率が不明な場合は“１”としてください。通常、力率は 0.6～１の値です） 

（２） Ｗに換算した値を合計して、接続機器の総容量を求めてください。 

（３） グラフから接続機器の総容量でのバックアップ時間初期値を算出してください。 

●バックアップ時間グラフ（新品初期値、２５℃での特性グラフです。） 

 温度が低いとバックアップ時間は下記グラフ（表）の値より短くなります。 

●バックアップ時間は、接続機器の容量が小さいと長くなります。 

 

BU5002R 

バックアップ時間グラフ（新品状態での初期値。25℃での特性グラフ） 

 
BU５００２R 

バックアップ時間表 時間単位：（分） 

接続容量 （W) 100 300 500 700 900 1000 1500 2000 

バックアップ

時間 （分） 

増設なし 394 128 76 54 42 37 24 17 

増設１台 2592 678 363 241 177 156 95 67 

増設２台 4334 1150 621 413 305 268 164 116 

増設３台 10902 2415 1198 755 535 463 265 178 

接続容量 （W) 2250 2500 3000 3500 4000 4200 4500 － 

バックアップ

時間 （分） 

増設なし 14 12.8 10.4 8.3 6.6 5.9 5 － 

増設１台 58 51 40 33 28 26 24 － 

増設２台 101 88 71 59 50 47 43 － 

増設３台 152 131 102 84 74 70 66 － 

※１００V 出力設定時の最大接続容量は 2,250W です。 

本機を、標準装備の「AC 入力」プラグで使用する時の最大接続容量は 4200W です。 
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BU3002R, BU3002RH 

バックアップ時間グラフ（新品状態での初期値。25℃での特性グラフ） 

 

 
BU3002R,BU3002RH 

バックアップ時間表 (時間単位： 分) 

接続容量 （W) 100 300 500 700 900 1000 1350 1500 2000 2500 2700 

バックアップ

時間 （分） 

増設なし 209 64 37 26 20 17 12.4 10.6 6.6 4.7 4.5 

増設 1 台 820 242 137 94 71 63 45 40 29 21 19 

増設 2 台 1509 439 247 169 127 113 81 72 52 38 34 

増設 3 台 2023 614 352 244 186 166 120 107 78 58 53 

※１００Ｖ出力設定時の最大接続容量は１，３５０Ｗです。 
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11 回路ブロック図 
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12 外形寸法図 
 

BU5002R （UPS 本体）（3 面図） ＜単位：mm ／公差 ±2mm ＞ 

 

 
 

 

BU3002RH / BU3002R （UPS 本体）（3 面図）＜単位：mm ／公差 ±2mm＞ 
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縦置きスタンド 

 

BU5002R （UPS 本体）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 

 

 
 

 

BU3002R （UPS 本体）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 
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BU3002RH （UPS 本体）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 

 

 
 

 

ゴム足＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 

 

BU5002R （UPS 本体）     BU3002RH / BU3002R （UPS 本体） 
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サポートアングル＜単位：mm ／全長±2mm ＞ 
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BUM5002R（増設バッテリユニット）（三面図）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 

 

 
BUM3002R（増設バッテリユニット）（3 面図）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 
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BUM5002R（増設バッテリユニット）（縦置きスタンド）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 

 

 
 

BUM3002R（増設バッテリユニット）（縦置きスタンド）＜単位：mm ／公差  ±2mm ＞ 
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ラック搭載図 

BU５002R＋BUM5002R 

                                

      
縦置き 

BU５002R＋BUM5002R 
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ラック搭載図 

BU3002R＋BUM3002R 

 

      
 

縦置き 

BU3002R＋BUM3002R 
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13 付属品・オプション品 
 本体付属品 

付属品がすべて揃っているか、外観に損傷はないか確認してください。 

万一、お気づきの点がございましたら、すぐにオムロン電子機器カスタマサポートセンタへご連絡ください。 

 
付属品名称 BU5002R BU3002RH/BU3002R 

ご使用上の注意事項 1枚 1枚 

保証書 1枚 1枚 

リプレイスサービスちらし 1枚 1枚 

ご愛用者登録はがき 1枚 1枚 

ご愛用者登録ちらし 1枚 1枚 

バッテリ交換日シール 1枚 1枚 

シリアル番号シール 2枚1組 2枚1組 

シャットダウンソフトのご利用にあたって 1枚 1枚 

ゴム足 6個1セット 6個1セット 

接続ケーブル（RS232C） 1本 1本 

金具類同梱品 1箱 1箱 

金
具
類
同
梱
品
内
訳 

サポートアングル用金具類   

 

サポートアングルL １ １ 

サポートアングルR １ １ 

耳金具 ２ ２ 

耳金具取付皿ねじ（M3） ８ ８ 

EIA/JISラック用取付ねじ（M5） １２ １２ 

EIAラック用取付ナット（M5） １２ １２ 

JISラック用固定皿ねじ（M5） ２ ２ 

縦置き用金具類   

 
縦置きスタンド ６ ４ 

縦置きスタンド用ねじ（M4） １２ ８ 

バッテリカバー用金具類   

 
予備ねじ（M3） ― ２ 

予備ねじ（M4） ２ ― 

 

＜ご愛用者登録を行う＞ 

ご購入日より 1 ヵ月以内に、付属のご愛用者登録カードに必要事項をご記入の上、当社までご送付ください。 

ホームページ（https://www.oss.omron.co.jp/ups/regist/regist.html）からもご登録できます。 
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 増設バッテリ付属品 

付属品がすべて揃っているか、外観に損傷はないか確認してください。 

万一、お気づきの点がございましたら、すぐにオムロン電子機器カスタマサポートセンタへご連絡ください。 

 
付属品名称 BUM5002R BUM3002R 

ご使用上の注意事項 1枚 1枚 

保証書 1枚 1枚 

リプレイスサービスちらし 1枚 1枚 

バッテリ交換日シール 1枚 1枚 

シリアル番号シール 2枚1組 2枚1組 

ゴム足 6個1セット 6個1セット 

金具類同梱品 1箱 1箱 

金
具
類
同
梱
品
内
訳 

ラックサポート用金具類   

 

ラックレールL １ １ 

ラックレールR １ １ 

耳金具 2 2 

耳金具取付皿ねじ（M3） ８ ８ 

ラック取付ねじ（M5） １２ １２ 

ラック取付ナット（M5） １２ １２ 

ラック固定皿ねじ（M5） ２ ２ 

縦置き用金具類   

 

縦置きスタンド ６ ４ 

縦置きスタンド用ねじ（M4） １２ ８ 

ずれ防止金具（注） 2 2 

ずれ防止金具用ねじ（M4）（注） 8 8 

 
バッテリカバー用金具類   

 予備ねじ（M3） 7 4 

        （注）ずれ防止金具1 枚とずれ防止金具用ねじ（M4）4 本は予備です。 

 

 

 オプション品一覧 

   （別売品）品名 型式 

 BU5002R BU3002R BU3002RH 

交換用バッテリパック BUB5002R※１ BUB3002R※2 

増設用バッテリユニット BUM5002R BUM3002R 

ネットワークカード SC21 

SNMP/Webカード SC20G2 

接点信号入出力カード SC08 

交換用ファン BUF5002R BUF3002R 

抜け防止ケーブルクランプ BUX5002RH ― BUX3002RH 

抜け防止ケーブルロック ― BUX3002RP ― 

 

※１ 交換用バッテリパックについて 

a) シール鉛バッテリ 

（長寿命タイプ）×4 個×3 台 

b) 公称電圧：DC12V 

c) 公称電力値：8.5Ah 

 

   ※２ 交換用バッテリパックについて 

a) シール鉛バッテリ 

（長寿命タイプ）×6 個 

b) 公称電圧：DC12V 

c) 公称電力値：8.5Ah 
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14 保証契約約款 
はじめに 

保証契約約款（以下「本約款」）は、取扱い説明書にしたがった正常な使用をしていたにもかかわらず、「保証書」 

に記載した保証期間内において、製品（付属品等を除く）が故障した場合、本約款に明示した期間、条件の下におい

て、「無償修理」を行うことをお約束するものです。お客様が本約款の各条項にご同意いただけない場合は、製品を

使用せずに販売店へご返却ください。 

 

第 1 条 定義 

本約款で使われる用語の定義は次の各号の通りとします。 

①「保証書」とは製品名（商品名）や保証期間を予め記入した上で当社が無償修理を保証する旨を約したものを言い

ます。 

②「製品」とは当社製品として梱包されたもので本体部分（AC アダプタを含む）をいい、付属品等は除きます。 

③「故障」とはお客様が取扱説明書、本体貼付ラベル等の記載事項に従った正常な使用状態で正常に機能しない状

態をいいます。 

④「無償修理」とは製品が保証期間内に故障した場合、当社が無償にて行う故障個所の修理をいいます。 

⑤「有償修理」とは製品が保証期間外に故障した場合、お客様に費用を負担していただいて当社が行う故障個所の

修理をいいます。 

 

第 2 条 保証期間 

保証期間は、購入日より製品に同梱されている保証書に記載されている期日までとします。 

ただし、購入日及び販売店の署名または押印等が記載されていることを条件とします。 

 

第 3 条 保証の範囲 

3-1 保証の範囲は、本製品の修理、交換、または同等機能の製品との代替交換に限ります。 

3-2 当社の保証範囲は前記（3－1）記載をもって全てとし、故障によってお客様に生じた損害（事業利益の損失、業 

中断、情報の損失またはその他の金銭的損害を含むが、これらに限定されない）については、法律上の請求原因の

種類を問わず、いかなる場合においても当社は一切の責任を負わないものといたします。 

 

第 4 条 修理 

4-1 製品に故障が生じた場合、お客様が当該製品を当社指定の修理受付窓口に送付することにより、当社が修理を

行い、修理完了後にお客様の指定する場所（日本国内に限る）に発送するものとします。なお、送料は、無償及び

有償修理ともお客様から送付いただく場合はお客様のご負担（元払い）となります。修理後の送料は当社にて負担

いたします。 

4-2 当社は、本製品の修理に代えて当社の判断にて、本製品と同機種の交換または同等機能の製品との代替交換

を行うことができるものとします。 

4-3 当社は本製品の修理を実施するにあたり、パーツ交換（ボード、モジュールを含む）によって修理を行うことができ

るものとし、交換された旧パーツは当社の、新パーツはお客株所有の財産となります。なお、パーツ交換に代えて同

機種または同等機能製品と交換した場合も交換対象の製品は当社の、代替製品はお客様の所有の財産となりま

す。 

 

第 5 条 保証の不適用 

保証期間内であっても、以下の場合は無償修理の対象外とさせていただきます。 

5-1 使用上の誤り、及び当社の事前承諾なしになされた修理、改造や付加による故障、及び損傷。 

5-2 お買い上げ後の落下、取扱いの不注意などによる故障及び損傷。 

5-3 火災・地震・風水害・落雷及びその他の天災地変、公害、塩害、及び通常基準を超える異常な物理的もしくは電

気的負荷が加えられたことによる故障及び損傷。 

5-4 修理依頼の際、保証書のご提示をいただけない場合。及び以下の各号に該当する場合。 

  ①保証書の有効期限が終了している場合。 

  ②保証対象物件の型式・製造番号が修理を行う物件のそれと一致しない場合。 

  ③保証書の内容を明らかに改ざんしたと思われる場合。 
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④保証書に、所定記入事項（お買い上げ年月日、お客様名、販売店名）の記入のない場合、あるいは字句を不当に

書き換えられた場合。 

 

5-5 消耗部品、自然劣化により故障したもの。ただし、個別に保証契約を締結するか、または個別に保証の範囲 

 を定めている場合はその個別の契約または定めに従うものとする。 

5-6 故障の原因が本製品以外に起因する場合。 

 

第 6 条 準拠法 

本約款の解釈は日本国の法令が適用されるものとします。 

 

第 7 条 裁判管轄 

本約款に関する訴訟の第一審合意管轄裁判所は東京地方裁判所とします。 

 

第 8 条 有効範囲 

本約款は、使用可能国にて発生した故障の場合のみ有効とします。 
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15 安全上のご注意 
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16 自動シャットダウン機能 
 

 

 自動シャットダウンソフトについて 

 

自動シャットダウンソフト「Power Attendant Lite」、「Power Act Pro」および「Simple Shutdown Software」をご用意して 

います。用途に応じていずれかを選び、以下のホームページからダウンロードしてご使用ください。最新の対応状況に 

つきましては、以下のホームページをご参照ください。 

URL：https://www.oss.omron.co.jp/ups/product/soft/soft.html 

 

 

なお、Power Act Pro をダウンロードする場合は、本製品に同梱されるダウンロード用の資料を参照してください。 
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17 ネットワークカード（SC21）、SNMP/Web カード(SC20G2)の概要 
 

 概要（特長） 
● UPS とネットワークの直接接続 

LAN 接続が可能となり、シリアルポートを搭載しないコンピュータからでも UPS を管理できます。 
● リモートでの UPS を監視／管理 

ネットワークに接続されているコンピュータから Web ブラウザや SNMP マネージャを使用して、UPS の状
態を監視／管理することができます。 

● ＳＮＭＰ 
独自ＭＩＢやＵＰＳ標準ＭＩＢ（RFC1628）を使用して、ＳＮＭＰマネージャと通信が可能です。 

● 通知機能 
SNMP Trap やメールなどにより発生したイベントを通知することができます。 

● ログ機能 
ＵＰＳが検知した入力／出力の電圧や周波数、接続容量、バッテリ容量などを記録することができます。 

● スケジュール運転機能 
設定されたスケジュールに従って、ＵＰＳを停止したり、起動させたりすることができます。 

● 自動シャットダウン機能 
自動シャットダウンソフトを併用することにより、入力電源異常時にコンピュータをネットワーク経由で自動
的にシャットダウンすることができます。 

 
 

 仕様 
詳細についてはネットワークカード、SNMP/Web カードに付属の取扱説明書を参照してください。 
取扱説明書および最新ソフトは当社ホームページ（https://www.oss.omron.co.jp/ups/support/download/ups.html） 
からダウンロードすることが可能です。 

 

 


